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今回は、進学ブランド力調査15周年を一つの節目とし

て、過去データの再分析から、何が大学ブランドを左右す

るのか、そのドライバーについて検証を行った。そもそも、

なぜ大学のブランド力について調査しているのか。それ

は、「大学が学生を選ぶ時代から、大学が学生から選ばれる

時代に変わった」からである。2021年には、私立大学全体

の定員充足率は99.8％※1とついに「全入時代」突入した。

さらに、年内入試へのシフトが進む※２なかで、早期に高校

生に認知され、進学したい大学群に入っていることが「選

ばれる大学」に向けて重要な要素になると考えられる。

大学の志願度を見る際に非常に重要なのが、「高校生が何

を重視して大学を選んでいるか」である。これは、①学びた

い学部・学科②校風や雰囲気が良い③就職に有利、というの

が“鉄板”の上位3項目である。しかし、これらを含めて高校

生の進路選択行動や志向は社会環境に大きな影響を受けて

いる。各大学には、多様化する社会のニーズに対応して改

革を推進する力が求められる。例えば、社会のニーズに合

致した学部・学科の新設・改編、新たな教育プログラムの導

入、卒業までに学生が何を身につけるのか、そのためにどの

ようなサポートをしているのかといった点において、常に

変化を恐れず改革を推進している大学の志願度が高まって

いる。その実現に向けて、近年では大学の統合や合併、地域

や産業界との連携も積極的に進められている。

都市部へのキャンパス移転も志願度向上に寄与するが、そ

れだけでは志願度向上の効果は一時的となっている。オン

ラインでも十分学べる時代だからこそ、新たなキャンパスで

どのような価値を生み出していくのかが重要となる。受験

生は毎年入れ替わり、高校生は3年間で全て入れ替わる。だ

からこそ、改革の手を緩めることはできないのである。

では、今後の大学ブランドを高めるためのドライバーは

何か。これまでの調査結果に基づいて、4つのドライバー

を提示した。①時代に合致した商品ラインアップの充実

②将来のキャリアを見据えた学びのサポート③学ぶ場の
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PART1 	 15	年間の変遷をデータで振り返る	
	 ・関東・東海・関西　上位 10 大学の変遷
 ・関東・東海・関西　志願度ランキング
 ・学校選択重視項目の変化

COLUMN 	 BRAND をつくる  10代に向けたブランディングについて企業に聞く

PART2 	 学校選択重視項目から見た、今後のブランド力向上のドライバー
	 ・① 時代に合致した商品ラインアップの充実
　　　  CASE　武蔵野大学
 ・② 将来のキャリアを見据えた学びのサポート
　　　  CASE　長浜バイオ大学
 ・③ 学ぶ場の価値の創造
　　　  CASE　神奈川大学
 ・④ 強みの創造と差別化戦略
  CASE　千葉工業大学

PART3 	 対談「大学ブランディング	今後の方向性」

全入時代突入と年内入試シフトで
重要となる早期の認知

変化する社会のニーズに対応した
大学改革の推進が重要

学修者本位での1分で語れるストーリーを
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価値の創造④強みの創造と差別化戦略である。

特に④強みの創造と差別化戦略は今後重要度が高まる

と考えられる。「特徴がないものはランキングやグルーピ

ングが指標になる」。これは、特集対談における社会構想

大学院大学教授・四元氏のコメントだ。最近、「MARCHに

行かせたい」という保護者の話を聞くことがある。もちろ

ん世の中に、MARCHや関関同立といった名前の大学はな

いし、大学の特徴は全くと言ってよいほど異なる。しかし、

高校生や保護者は、大学の特徴や個性、強みが分からない

ためにランキングやグルーピングでリスクを回避する「社

会的証明」を重視してしまうとのことだ。

そうしたグルーピングや偏差値の輪切りによる進学先

選択は、入学後の学びのモチベーションに影響を及ぼす。

近年、大学選択時の重視項目では「教育方針やカリキュラ

ムが魅力的である」が上昇している。改めて大学のミッ

ション、ビジョン、バリューを明確にし、メッセージを磨き

込んでいくことが重要だ。大学の特徴や強み、魅力を1分

で語れるか。特に、大学に進学する高校生が自分の将来の

姿をイメージできるように分かりやすく伝えることが重

要である。求められるのは、学生自身の学修者本位のス

トーリーだ。

私は、日々多くの大学に伺っているが、肌感覚で実感し

ていることがある。大学改革を推進している大学は、大学

改革を推進することが当たり前で、留まることなく常に次

の手を考えている。一方で、大学改革をしていない大学は、

大学を改革すること自体が怖く、学内がまとまらずに停滞

してしまうのである。この「組織文化」の差は、5年、10年

経ったときに大学のブランド力に大きな影響を及ぼす。

そうした「組織文化」をいかに醸成していくか。これも、大

学のブランドを高めるための重要な要素なのである。

大学ブランドを決めるドライバー
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※ 1 日本私立学校振興・共済事業団「令和３（2021）年度 私立大学・短期大学等
入学志願動向」より

※２ リクルート「進学センサス 2022」調査結果より
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メッセージ 認識
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興味・志願

イメージ

学生募集活動・広報

・機能的価値 
・感性的価値 

進学ブランド力調査の目的

日本の総人口減少へ

リーマン・ショック 進学ブランド力調査 開始

西暦

学年※

東日本大震災 小1

第 2次安倍内閣発足

iPhone3G日本発売

東京五輪開催決定

日本のスマホ普及率5割突破

熊本地震

新元号「令和」に　　消費税10%に

新型コロナウイルス感染拡大

東京五輪開催

18歳人口119万人（減少フェーズへ）
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小 4

小 5

小 6

中 1

中 2

中 3

高 1

高 2

高 3

●中教審　高大接続特別部会答申
●スーパーグローバル大学創生支援事業

　●高大接続システム改革会議　最終報告
●私立大学定員厳格化

　●3つのポリシー策定・公表義務化

　●専門職大学開設

　●新学習指導要領　実施

　●高等教育の修学支援新制度実施
●大学のコロナウイルス感染拡大防止の対応

●GIGAスクール構想における
小中学校の1人1台端末の整備

●高校の全国一斉臨時休校
●キャリア・パスポート導入

　　　●第1回　大学入学共通テスト
●中教審「令和の日本型学校教育」の構築を目指して～全ての子供たちの可能性を引き出す、
個別最適な学びと、協働的な学びの実現～（答申）

●私立大学全体の定員充足率99.9％

　●東京23区内の大学の定員規制
●中教審　高等教育のグランドデザイン答申

※学年は現在高校3年生を2004年4月～2005年3月生まれとした場合の最も一般的な場合

社会の動き

高等教育 /高校教育

主体的で・対話的で・
深い学び

オープンキャンパスが
相次いで中止に

総合的な探究の時間

大学全入時代が到来

ICTによる遠隔教育が進む

高校教育・大学教育・
入学者選抜の一体改革

学修者本位の教育への転換

学力の3要素を明確化

進学ブランド力調査の概要

翌年 3 月卒業予定の高校 3 年生の大学に対する志願度、知名度、イメージを把握し、関係各位の参考にする。

関東エリア、東海エリア、関西エリアの高校に通っている翌年３月卒業予定者（調査時高校 3 年生）について、リクルートが保有するリストより調査
対象とする数を抽出

■ 関東エリア（東京都、神奈川県、千葉県、埼玉県、茨城県、栃木県、群馬県の 1 都 6 県）
■ 東海エリア（静岡県、愛知県、岐阜県、三重県の 4 県）
■ 関西エリア（大阪府、京都府、奈良県、和歌山県、兵庫県、滋賀県の 2 府 4 県）

※各エリアそれぞれにおいて「学校基本調査」（文部科学省）から男女構成比を算出し、エリアごとに補正。

毎年 4 月 1 カ月間・郵送調査

調査対象エリア内にキャンパスが存在する全大学及びその他２エリアの国立大学全てと、公立・私立大学の入学定員 1000 名以上の大学

■調査目的

■調査対象

■エリア区分

■調査期間・方法　　

■各エリア共下記に該当する大学を調査対象とした

社会の変化・教育の変化

Chronology of 18 years old

https://souken.shingakunet.com/publication/



